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奈良県算数数学教育研究会会長谷原弥之助

『算数・数学について，「楽しい．興味がある．学びがいがある・役立つ」といった項目
に対する日本の肯定率は,OECD平均に比べると著しく低い。一方，「心配」はOECD平
均を上回っている。むやみに成績に怯えながら学習する子どもたちの姿が浮かぶ｡』……た
８月の夏期研修会での奈良教育大学近藤裕先生は日本の現状についてこのように分析され

零
ました。そして，２１世紀はいろいろな意見を集めて答えを作り出す知性を求めていると
し，私たちが取り組むべき方向を提示していただきました。これを受け，私たちは本研究
会がこれまで取り組んできた『豊かな学び』の中身を点検，再確認し，さらに研究を進め
て行かねばならないと考えます。
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１１月には五條市立牧野小学校，五條西中学校を会場として研究大会を開催いたします。当日は授業公開の
他，帝塚山大学勝美芳雄先生の記念講演も予定しております。又，１月には，本年度の算数テストの結果考察
や，研究部会の発表を軸に研究発表会を実施する予定です。『豊かな学び」につながる研究を多くの先生方と
共有し，議論を深めていくことができれば幸いです。

◆小学校部会◆
○研究部報告指導助言：帝塚山大学勝美芳雄先生

、〆

基礎基本を定着させるための授業の工夫
一わり算の筆算の指導のあり方を工夫して一葛城市立磐城小学校岡向惇子 』、

部会では，基礎基本の意味を「その学年や学習段階において必ず身に付けるべきもの」
｢その学年や学習段階において身に付けていないと，その後の学習のつまずきにつながる
可能性が高いもの」ととらえ，取組を進めた。
■４年生わり算（２）〔わり算の筆算のしかたをさらに考えよう〕
①「チャート式手順確認シート」を使って……手順確認シートは，わり算の手順と符
合するように矢印や注意点を図式化し，視覚的に手順を確認しながら割り進められる
よう工夫したシートである。複雑な計算が整理されて分かりやすくなり，視覚的なイメージでとらえさせ
ることができた。

②「商当てゲーム」を通して……グループに分かれ，商を当てるゲームを行った。出来るだけ正しい仮商
を立てることで数感覚を高め，自分の考えを友達に伝えることで言語化し定着を図った。クイズ形式で，
苦手意識のある児童も楽しく取り組むことができた。

《指導助言》上記のように基礎基本をとらえ，県算研として共有していく必要がある。また，手順確認シート
は，個々の児童の使い方の様相を調べることで，児童の豊かな学びにつながるであろう。仮商を正
しく立てるなど，適切な数感覚を持つことが児童の基礎基本である。








